
第 1708回（12月 15日）例会報告 
 
＊開会   新世代委員会  春日 雅樹委員長 
＊挨拶   進修館高校   里見 義臣 校長 
      行田さくら RC  新井 啓介会長 
＊講演  北京オリンピックバレーボール総監督 
        萩原 秀雄氏  
      「私のバレーボール人生」 
        ～北京オリンピックまでの歩み～ 
＊閉会   奉仕プロジェクト委員会 
              川辺 秀夫委員長 
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会長 新井啓介 

生徒の皆さん、おはようございます。行田さくら

ロータリークラブ会長の新井啓介です。 
私は、ロータリークラブのことについて、少し紹介

させて頂きます。 
ロータリーは、自分を磨き人を育て、時には慈善

行為、ボランティア活動などを行う世界的な団体で

す。そして、ロータリーの目的は、それぞれの会員

の企業活動の根本に奉仕理念をおいて、それを磨き

あげることです。 
行田には、私たちのクラブの他にもう一つ、行田

ロータリークラブというクラブがあります。埼玉県

内には、135 のクラブがあり会員は約 4500 人、日
本全体では、2310のクラブ、約 10万人の会員がお
り、更に世界中には、200カ国以上の国と地域に広
がり、約 32800 のクラブと 120 万人の会員がいま
す。 
今年、二学期より、ブラジルからイザベラさん、

メキシコよりダニエラさんが、この進修館高校で皆

さんと一緒に在学していますが、これは、ロータリ

ーの青少年交換というプログラムです。青少年交換

ですから、在学生の成川瑞希さんブラジルへ、土屋



美由さんがメキシコへ、それぞれその交換学生とし

て 1年間外国で生活しています。そして、このプラ
グラムは、羽生 RC,熊谷籠原 RC、熊谷東 RC,行田
RC、吹上 RC、行田さくら RCと 6つのロータリー
クラブが協力して行っています。 
この｢学習講演会｣は、行田さくら RC が、｢青少年
に輝く未来を｣と題し、今年で 13 年目の事業です。
進修館高校となってからは、五回目ということにな

ります。今年は、学校側の配慮で、皆様の記憶も新

しい昨年、北京オリンピックバレーボール総監督、

萩原秀雄先生にご講演をしていただきます。さて、

どんなお話を聞けるか、楽しみにご清聴ください。

私たちも、一緒に聞かせていただきます。ありがと

うございました。 
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講師  日本バレーボール協会強化事業本部長 
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